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 Einstein の相対性理論破綻をあらためて証明する． Michelson-Morley の実験に適用にされる Einstein の 

相対性理論は，「光速度不変」原理を導入し，光の水平・垂直往復時間が一致するとしている．すなわち 
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 これは空間の収縮を示している．これに対し土田・三谷の波動の相対性理論では，水平往復時間は 
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であり，一方，垂直往復時間は，Einstein の相対性理論が採用した数式と同一である．すなわち 
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まずこれを，簡単な 2 種類(𝑙 = 24, 𝑐 = 8, 𝑣 = 4), (𝑙 = 73, 𝑐 = 43, 𝑣 = 13)の数値により確認する． 

 Einstein の相対性理論では,水平，垂直往復時間は一致せず 

    (𝑙 = 24, 𝑐 = 8, 𝑣 = 4)          = 8                 
√

= 6.928 

    (𝑙 = 73, 𝑐 = 43, 𝑣 = 13)       = 3.737             
√

= 3.562 

 土田・三谷の波動の相対性理論では，水平往復時間は  𝑡 , 𝑡    垂直往復時間 𝑡 として 
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で一致することが数値で確認される．よって空間の収縮はない．そして 
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である．この(4)式は，既に土田，三谷により数学的・幾何学的に証明されている．数学的に証明された物理

理論は法則となり，原理となる．よって波動の相対性理論は法則・原理である． 

波動の伝搬と慣性座標系は, sin 𝜃 をローレンツ変換として光量子となる． 
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 よって 

               𝐸 = 𝑠𝑖𝑛𝜃 ∙ ℎ𝜈               (6)  

               𝐹 = 𝑞(𝐸 + [𝑣𝐻]) ∙ 𝑠𝑖𝑛𝜃           (7) 

この数式は，量子は存在せず量子現象を観測する．𝐸 ≠ 𝑚𝑐 であり，荷電粒子は光速を超えないとなる． 

空間は収縮しない．時間は収縮しない．「光速度不変」原理は物理上存在しない．Einstein の相対性理論は

物理上意味を持たない架空の理論であり，その破綻は数学的に証明された． 
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